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代表取締役 

氏藤川　進

有限会社
ターレス

日本で起きている問題は必ず世界でも起きている

ワンストップで専門分野や他機関とつながるジェトロの支援サービス

米国で始まる介護現場での活用はやがて日本に逆輸入する

所在地：
設　立：

東京都新宿区
2000年２月

従業員数：
URL： http://www.microbubble.jp/

３名

工業品

皮膚病で苦しむ犬たちをマイクロバブルで洗ってみたらどうだろう？―そこが開発の発
端でした。実験を繰り返すうちに臭いやかゆみが消え、抜けていた毛が生えてくること
を実証しました。情熱を持ち続けたことで日本発の新しい技術の誕生に至りました。
急がば回れの観点で動物が先でしたが、一番救済したいのは人間です。寝たきりで
洗髪が困難なお年寄り、薄毛で髪飾りが挿せないと悩むご婦人など困っていらっしゃ
る方が大勢います。2014年に代理店を通じて米国、カナダに輸出しました。その中
で見えてきたことは、日本で起きていることは世界でも必ず起きているということでし
た。そこで「本格的に米国に進出したい」と考えたのですが、どうしたらいいのか分か
らない。まずはいろいろな所に相談に行きました。お世話になった東京商工会議所
の方から言われたのは「絶対ジェトロに行った方がいい」ということでした。「ノックす
るドアを間違えないこと」が何よりも大事なのです。

2015年、ジェトロへ相談に行った際、米国では犬に付着したスカンクの臭いが取れ
たという報告があると申し上げると、米国事情に精通した担当者の方が大変驚いて
いました。評価された理由の一つには弊社の特許戦略があると思います。米国、カ
ナダ、オーストラリア、ニュージーランド、EU加盟国などこれだけ多くの世界特許があ
るとそう簡単にはコピーされません。2016年に「新輸出大国コンソーシアム」の個別
支援が始まり、米国進出に不可欠なFDA認証やUL規格などさまざまなことを教えて
もらいました。FDA認証の取得では基準・認証分野の専門家に助けていただき、
2018年に登録できました。現地製造工場(CCC社)選定の際は、米国ペンシルベ
ニア州政府日本事務所推薦の候補3社をジェトロ担当者と一緒に視察しました。窓
口はジェトロ一つですが、そこからさまざまな分野の専門家や他の機関とつながって
いる点もジェトロに相談する大きなメリットでした。

2019年、UL規格にパスすれば米国での生産がスタートできます。1号機はペンシルベ
ニア州の介護施設への導入がほぼ決まっています。そう、一番実現したかったことがま
ず米国で始まります。介護はされる方もする方も大変です。「マイクロバブル・ウォッシュ・
システム」は、入所者はもちろん介護職員も使えるのでともに救われます。2019年後半
には米国で旋風を巻き起こしたいと思っています。その旋風はやがて日本に返ってきます。
海外でのブレイクスルーで日本市場からも着目されるでしょう。美容用機器を先行導入
したニューヨークの高級美容院「Pierre Michel」では、情報発信力のあるセレブたち
から大好評です。ジェトロ担当者の助言で2016年に設立した現地法人「Thales  
MBSC」はエンパイヤステートビルのすぐ近くです。大事なのはまず行動すること、そして
熱意です。弊社は私を入れてたった4人です。そんな小さな会社でも開発力と戦略と経
験豊富な専門家の助言があれば世界が舞台になるということを発信していきたいです。

2016年10月に米国NY州で「マイクロバブル・ウォッシュ・システム」を販売す
る現地法人「Thales MBSC」の登記を完了。2018年3月に米国食品医薬品
局（FDA）認証を取得し、2019年から米国での本格的な事業展開が始まる

藤川社長は自社の技術で困っている動物を救うというビジョンで米国進出をチャレンジされ、それが多くの困難を乗り越える原動力となっています。
ターレスは輸出する機器に関し世界各国で特許を何重にも取得するというしっかりした知財対策をしています。お金と手間とで大きな努力をしまし
た。結果それが世界へ進出する大きな武器となっています。契約の構成や交渉などにおいてジェトロ専門家の意見をよく取り入れ効果的にプロジェ
クト推進ができ、また新たな市場の提案を受けともに開拓していく強い意志が成果を上げる結果となりました。

美容用・介護用・ペット用洗浄機器「マイクロバブル・ウォッシュ・システム」製造・販売
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1 「この小さな泡が世界を少しずつ変えていく」と語る藤川社長の温かい手
2 米国での機器製造でタッグを組むCCC社（Computer Components Corp）
3 海外進出の強みとなる数々の世界特許と米国FDA認証取得の証明書

専門家からのポイント


